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概  要 

 

われわれは、バイオマスを利用したポリ乳酸樹脂の改質に取り組んでいる。

例えば、ヒマシ油等の非可食用油の誘導体を用いて、ポリ乳酸等に添加したと

ころ、透明性を維持したまま（写真参照）、力学的性質の一部を改良すること

ができた（図表参照）。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

人間の食物資源と競合しない非可食性のヒマシ油を用いることで、価格競争

力のある誘導体を作り利用することができる。環境適合性という性質を損なわ

ないまま、耐衝撃性や環境分解性の向上を制御することのできる新しい技術で

ある。 

本技術の 

有用性 

環境適合材料をプラスチック工業材料として用いる場合、伸び特性や環境中

での分解性など、幅広い特性が求められる。本技術では、バイオマス由来材料

をバイオマス由来誘導体で改質することから、環境適合材料としての特性を失

うことなく、ポリ乳酸の改質を可能とする。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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Fig. 　ポリ乳酸とヒマシ油誘導体可塑剤のブレンド　
　　　サンプルのシャルピー衝撃試験

破壊後の様子

 

適用可能製品 
ポリ乳酸の物性を改良することで、従来にない多くの製品への新規用途を開

拓することができる。 
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